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情報エレクトロニクスの独創的研究と
3部局（工学研究科・情報科学研究科・電気通信研究所）一体となった教育実績
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東北大学電気情報系は情報エレクトロ
ニクスシステムの世界的な教育研究拠点
です。およそ150名に及ぶ教育研究者が
連携して､学部学生および大学院学生の
教育研究を行っています。

平成14年度から５年間は文部科学省２１
世紀ＣＯＥ（Center  of Excellence）拠点に
採択され､ 多くの大学院後期課程学生が
経済的な支援を受け、高度な教育を受け
るとともにすばらしい研究を行うことができ
ました。引き続き、平成19年度からは文部
科学省グローバルＣＯＥ拠点に採択され、
ＮＴ・ＩＴ融合教育研究センターのもとで教育
研究のグローバル化を目指し、諸外国の
大学との連携をとりながら活動を進めてい
ます。

（教育） 教育と研究は大
学での人材育成の両輪で
す。独創的研究を通した
教育により世界をリードす
る人材を育成できます。
経済的な支援を行い、研
究に専念できる環境を整
え、挑戦的で学際的な研
究課題に取り組む強い精
神力と能力を有する創造
性豊かな人材 育成を目
指しています。

プログラム概要
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情報・デバイス
基礎

ローカルストレージ
3-5TB

超高速・
低消費電力VLSI

超高精細
パノラマビジョン

高安全
知能自動車

分散無線
ネットワーク
～1Gbps

3次元知覚情報処理
(在宅検診など)

次世代
情報家電

半導体
スピントロニクス

個人認証

バックボーン
光ネットワーク

1-10Tbps

無線伝送
～1Gbps

川又教授 枝松教授 亀山教授 堀口教授 中沢教授 内田教授 畠山教授 高橋教授 櫛引教授 室田教授 庭野教授

村岡教授 大野教授 長 教授 徳山教授 小林教授 澤谷教授 羽生教授 加藤教授 鈴木教授 田中教授 青木教授

安達教授
工学研究科電気・通信工学専攻

グローバルＣＯＥ企画室

（研究） 人間性豊かなコミュニケー
ションを可能とするグローバルネット
ワークの構築を目指して、光・無線
ネットワークの研究を 重点に、情報
通信デバイスと基礎理論、ヒューマン
オリエンテッドな知的情報通信や、環
境の自律 認識・予測に基づく知的情
報システムの開発を目指しています。



人材育成

世界は、20世紀工業社会から21世紀の高度情報化社会への新しい潮流の中にあるとともに、
高度な情報エレクトロニクスがその基盤となります。その認識のもとに、人間性豊かなコミュニ
ケーションを可能とするグローバルネットワークの実現に向けて、以下のような技術者および
研究者を育成することを目標とします。

（１）学術ならびに産業の幅広い分野に対する深い理解力をもつ人材
（２）国際的に活躍し、研究開発のリーダーシップを発揮できる人材
（３）実学を重視し、独創的学術分野や新産業を創出する能力をもつ人材

上記①の３点の具体的な教育研究システムとして、νーＱＩスクールを設立しました。これは、
おもに博士後期課程学生とポスドク等の若手研究者の教育と研究支援をおこなうとともに、
国内外での武者修業 （Errantry） 的なトレーニングを基本とした“エラントリ教育”を集中的に
実施する教育研究支援組織です。

仕切り線と用紙下端との距離は8cm仕切り線と用紙下端との距離は8cm

www.ecei.tohoku.ac.jp/gcoe/グローバルＣＯＥ企画室

電子の電荷とスピン活用の
半導体エレクトロニクスの開拓

情報技術を支える
電子

半導体: 電荷 磁性体: スピン

電荷とスピンの両方を使う
半導体エレクトロニクス

成果発表・受賞：
・Science 2003,5
・Nature 2004
・日本学士院賞
・新聞報道多数

強磁性半導体を用いた新しい可能
性

電流

磁壁に垂直に電流
を印加して磁壁を
移動させる

電界でキャリア数を
変化させることにより、
磁性を制御

弱電界

電界制御磁性 電気的磁化反転

ナノスケールの磁石の磁化反転技術

強磁性半導体の電気的な磁化反転技術の開発を行い、(In,Mn)As において、ゲー

ト電界印加による磁化反転に世界で初めて成功。また、(Ga,Mn)Asにおいて電流に

よる磁壁移動磁化反転に世界で初めて成功。

大画面・高品位液晶ディスプレイ
超低電力・高品位・反射型カラー液晶ディスプレイ

反射型・カラー液晶ディスプレイ

成果発表・受賞：
・J. SID 2003,4,5
・Jpn. J. Appl. Phys. 2002
・IDRC, 2003
・SID Jan Rajchman Prize(’04)
・2005年度産学官連携推進会議

文部科学大臣賞
・新聞報道，特許出願多数

拡散光制御理論（ＤＬＣ理論）と
偏光制御理論（ＰＬＣ理論）によ
り液晶ディスプレイを飛躍的性
能向上に成功。ＯＣＢモードの
初期配向転移の解明と制御に
初めて成功すると共に、光学設
計モデルを確立し、広視野角・
高速液晶ディスプレイの可能性
を実証。

大画面ディスプレイ

160 Gbit/s ～600 km OTDM伝送

光時分割光多重（OTDM)伝送システム

伝送後のパルス波形の歪みを時間領域光フーリ
エ変換によって除去（左図）

伝送距離600 kmにおいて安定なエラーフリー伝送
（誤り率 < 10-9)を実現（右図）

波長分割多重伝送のみでは、波長管理が膨大
になり、ネットワークの制御性が低下

高速OTDMとWDMの組み合わせにより制御性・
柔軟性に優れた超高速光伝送システムを実現

テラビット/秒OTDM伝送のためのフェムト秒光パ
ルスの発生技術がキーポイント
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160 Gbit/s-600 km OTDM伝送の実証

成果発表・受賞：国際会議OFC, ECOC他, R.W. Wood Prize (’05), 新聞報道多数, 
トムソンサイエンティフィック栄誉賞2006, ノーベル賞候補報道

2.8 ps
分散スロープ
によるリプル

3 ps

1.9 ps
リプルおよび
ジッタの除去

3 ps

フーリエ変換無

フーリエ変換有

160Gbit/s光時分割多重(OTDM)伝送において、時間領域光フーリエ変換
法という新たな無歪み光伝送方式により、従来は400 km程度であった光伝送
距離を600 kmまで大幅に延長することに世界で初めて成功。

２１世紀ＣＯＥプログラムの代表的な成果（平成14～18年度)

人間性豊かなコミュニケーションを実現する
グローバルネットワーク

A：情報・デバイス基礎 C：知能情報システム

研究体制と目標

B：ネットワーク

光・無線技術と自律
分散無線ネットワー
ク技術

超高速光・無線信号
処理技術

光コヒーレント技術、
並びにセキュアネッ
トワークアーキテク
チャと通信プロトコル

光伝送速度：
ＴＤＭ/ＷＤＭ方式で
1～10 Tbps

移動無線伝送：
スループット100 M～
1 Gbps

半導体・ストレージ・
光・ディスプレイデバ
イスの超高密度化

超高速化、超高機能
化、超低消費電力化、
等の超高性能化

次世代（１０年後）の
情報通信デバイスの
基礎、および情報シ
ステムの基礎理論

現在の認識能力や
性能・消費電力と比
較して１桁以上優れ
る、ヒューマンオリエ
ンテッドな知的情報
通信の開発

環境の自律認識・予
測にもとづくリアル
ワールド応用などの
知能情報システムの
開発


